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学習指導要領では「指導と評価の一体化」の実現のために「指導と評価の計画」を作成し観点別学習

状況の評価を行うこととされている．しかし，教科書の単元の構成は学習指導要領に示されている「内

容のまとまり」の構成と異なる場合があり，学習指導要領の目標に準拠した評価規準の作成が容易で

なく，「指導と評価の計画」を作成することが難しい場合がある．そこで，本研究では，「指導と評価の

計画」の作成の支援を目的とする．本稿では，共通教科情報科に着目し，「情報Ⅰ」の教科書の単元ご

との学習指導要領に基づく単元の目標と単元の評価規準の作成と，各教科書の「指導と評価の計画」の

作成用テンプレートの提案について述べる． 

１．はじめに 
学習指導要領では，各教科等の目標及び内容

が育成を目指す資質・能力の三つの柱に沿って
整理され「どのような力が身に付いたか」という
学習の成果を的確に捉え，主体的・対話的で深い
学びの視点から授業改善を図る「指導と評価の
一体化」の実現が求められている(1)．各教科等の
評価については，学習指導要領に示されている
目標に準拠した評価として「観点別学習状況の
評価」と「評定」を実施することとされている．
観点別学習状況の評価を行う際は，学校の実態
を考慮しながら，教科書に基づく単元（題材や教
科書の内容のまとまり）の目標と評価規準を作
成し，作成した単元の目標，評価規準を踏まえた

評価場面や評価方法等を計画して「指導と評価
の計画」を作成することが求められている(2)． 
しかし，「指導と評価の計画」を作成する際，

用いる教科書の単元の構成が学習指導要領の示
す「内容のまとまり」をそのまま単元とする場合，
幾つかに分割して単元とする場合，幾つかを組
み合わせて単元とする場合があり，学習指導要
領の目標に準拠した評価規準の作成が容易でな
く，「指導と評価の計画」の作成が難しい． 
ここで，学習指導要領の目標や「内容のまとま

り」に対応した，教科書の各単元の目標と評価規
準と，各授業での観点別学習状況の評価を行う

際の具体的な評価規準例を示せれば「指導と評
価の計画」の作成を支援できると考えられる． 
そこで，本研究では，「指導と評価の計画」の

作成の支援を目的とする．本稿では，共通教科情
報科に着目し，「情報Ⅰ」の教科書の単元ごとの
学習指導要領に基づく単元の目標と単元の評価
規準の作成と，各教科書の「指導と評価の計画」
の作成用テンプレートの提案について述べる． 
 

２．教科書の単元ごとの評価規準の作成 
「指導と評価の計画」を作成するにあたって

は，学習指導要領が示す各科目に応じて，単元の

目標と単元の評価規準を作成する必要がある(2)．

共通教科情報科「情報Ⅰ」の場合，具体的には,
「情報Ⅰ」の「内容のまとまり」（(1)情報社会の

問題解決，(2)コミュニケーションと情報デザイ
ン，(3)コンピュータとプログラミング，(4)情報
通信ネットワークとデータの活用）ごとの学習
指導要領の「内容とその取扱い」を元に単元の目
標を作成する．次に，作成した単元の目標や指導
事項アおよびイを参照し，「知識・技能」は文末
を「～について（を）理解している」「～ができ
る技能を身に付けている」として，「思考・判断・
表現」は文末を「～している」「～することがで
きる」のように，「主体的に学習に取り組む態度」
は文末を「～しようとしている」として，加筆修
正しながら作成することとされている． 
上記の手順では単元ごとにその都度作成する

必要があるため，本研究では，各教科書の単元ご
との目標と単元ごとの評価規準を作成した．具
体的には次の手順により作成を行った． 
手順１）各教科書の単元の構成に合わせた単元

の目標の作成（2.1） 
手順２）各教科書の単元の構成と題材に合わせ

た評価規準の作成（2.2） 
この作成にあたっては，令和 4 年に発行され

た情報Ⅰの教科用図書 12冊を対象とし，それぞ
れの教科書に応じた目標と評価規準を作成した． 
2.1 各教科書の単元の構成に合わせた単元の目

標の作成 
教科書の単元の構成に対応づけられるよう，

共通教科情報科の学習指導要領の「内容のまと
まり」を幾つかのまとまりに細分化し，そのまと
まりにおける目標を作成した．具体的には，４つ
の「内容のまとまり」に対応づく学習指導要領の
「内容とその取扱い」の文章を，身に付けるべき
事項および題材を表す部分ごとに分け，「知識及
び技能」，「思考力，判断力，表現力等」の資質・
能力に対応づけながら目標を作成した．学びに
向かう力，人間性等」については，内容のまとま
りごとの目標が示されていないため，科目の目

標と題材を踏まえ，作成した．その結果４つの
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「内容のまとまり」から 23 の細分化したまとま

りが見出された（表１）． 
これを踏まえ，「情報Ⅰ」の各教科書の各章を

単元として捉え，その単元が，学習指導要領の４
つの「内容のまとまり」および細分化したまとま
りのどの組み合わせで構成されるかを表１に基
づき対応づけた．そして，その単元に含まれる資
質・能力の組み合わせを整理し，１文になるよう
に単元の目標を作成した． 
2.2 各教科書の単元の構成と題材に合わせた評

価規準の作成 
教科書の単元の構成と題材に応じて学習指導

要領の示す目標に準拠した評価規準を作成した． 

各教科書の単元ごとに作成した単元の目標を
もとに，観点ごとのポイントを踏まえて評価規
準を作成した．さらに，教科書で取り扱う題材を
踏まえた，学習活動に合わせた具体的な評価規
準を，例として作成した． 
 

３ 各教科書の「指導と評価の計画」の作成用
テンプレートの提案 
各教科書の単元ごとに作成した単元の目標と

単元の評価規準を用いて，「指導と評価の計画」
の作成を支援するためのテンプレートを作成し
た（図１）．具体的には，各学校で用いる教科書

の単元ごとに対応する，「単元名」，「内容のまと
まり」，「単元の目標」と「単元の評価規準」の例
が記載された Word ファイルとして作成し，付
記の Webサイトより取得できるようにした． 
教員は，用いる教科書とその単元におけるテ

ンプレートを取得し，そのテンプレートに記載
された目標や評価規準を参考にしながら，学校
の実態に合わせて加筆修正し，「指導と評価の計
画」を作成していくことを想定している． 
 

４．おわりに 
本稿では，「指導と評価の計画」の作成の支援

を目的に，共通教科情報科「情報Ⅰ」の教科書ご
との評価規準の作成と「指導と評価の計画」作成
用テンプレートの提案について述べた． 
今後は，本テンプレートを用いた「指導と評価

の計画」作成の実践を通して，その有効性を検証
していく予定である． 
 

付 記 
本研究で作成した「指導と評価の計画」作成用

テンプレートは以下で公開している． 

https://sun.u-gakugei.ac.jp/informatics/ 
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表１ 学習指導要領の「内容のまとまり」を細分化したまとまりごとの目標（一部抜粋） 
  目標 

内容のまとまり  知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

(1)
情
報
社
会
%
問
題
解
決 

情報や情報メディア 情報や情報メディアの特性を理解する 目的や状況に応じて，情報と情報技術を適切か

つ効果的に活用して問題を発見・解決する方法

について考える 

情報社会における問題の発見・解決に情報と情

報技術を適切かつ効果的に活用しようとする 問題の発見・解決 
情報と情報技術を活用し，問題を発見・解決す

る方法を身につける 

情報に関する法規

や制度 
情報に関する法規や制度について理解する 

情報に関する法規や制度及びマナーの意義に

ついてそれらの背景を科学的に捉え，考察する 

情報モラルなどに配慮して情報社会に主体的

に参画しようとする 

情報セキュリティの

重要性 
情報セキュリティの重要性について理解する 

情報社会における

責任 

情報社会における個人の責任について理解す

る 

情報社会において個人の果たす役割や責任に

ついてそれらの背景を科学的に捉え，考察する 

情報モラル 情報モラルについて理解する 
情報モラルなどについてそれらの背景を科学的

に捉え，考察する 

情報技術 
情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影

響について理解する 

情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望

ましい情報社会の構築について考察する 

情報と情報技術を適切かつ効果的に活用して

問題を発見・解決し望ましい情報社会の構築に

寄与しようとする 

 

 
図１ 作成したテンプレートの例（一部抜粋） 
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